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  本テクストは、2014 年 4 月 8 日に開催された、クラウス･コッヒャー（Klaus Kocher）氏による講演
“Scenic Understanding” – a Psychoanalytic Concept to Approach the Unconscious を翻訳したもの
である。この講演は、京都大学教育学研究科心理臨床領域｢三好曉光記念心理臨床基金｣から助成を受け
ておこなわれた。 
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  現在、英国･米国の精神分析の発展の中で出てきた enactment の発想と szenisches Verstehen が極め
て近い考え方であることに、読者は気付かれたことであろう。今まで隔絶されていたふたつの精神分析
界に理論的なつながりが出てきたことで、どのように発展していくのか、今後が楽しみである。なお、
クライン派からみた szenisches Verstehen に関しては、フランクフルトのジクムント･フロイト研究所
のトマス･プレンカー（Tomas Plänkers）氏による論考が、『臨床心理事例研究（京都大学大学院教育学
研究科心理教育相談室紀要）』第 40 号（2013 年）に掲載されている。アクセス可能な方は、併せてこ
ちらも参照すると、この概念のもつ豊かな意味がさらに理解できることであろう。 
  なお、本講演には臨床事例が含まれているが、Web 公開にあたっては、コッヒャー氏からの快諾を得
ている。一般に公開されることに対して十分に配慮がなされ記述された事例であることを申し添えてお
く。 
    （大山泰宏） 
